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米国金型部品メーカー最大手の Dayton 社などを総額約２億ドルで買収 

～ 「短納期 1 個流し」のミスミＱＣＴモデルによる世界展開を一気に加速～ 
 

ミスミグループ本社は、2012 年 10 月 17 日開催の取締役会において、米国金型部品メーカーである

Dayton Progress Corporation （以下 Dayton 社） の全株式、ならびに The Anchor Danly Company 

 （以下 AD 社） の Components 事業 （以下 AD Components 事業） の経営権を総額約 2 億ドル 

（1 ドル＝78 円換算で約 156 億円）にて取得することを決議し、両社の所有者であるプライベート・エクイ

ティ・ファンド Connell Limited Partnership of Boston （以下 Connell 社）と買収契約を締結いたしました。 

 

Dayton 社は創立１９４６年、AD Components 事業は創業１９２２年と長い歴史を持つ、欧米市場に  

おける金型部品製造のリーディングメーカーです。部品標準化と半製品を活用した生産方式により、ミスミ

と極めて親和性の高い短納期生産を実践し、高い技術力と顧客サービス体制、欧米における強力な顧

客基盤を持っています。 

 

ミスミグループは、精密機械部品を標準化することによって、たとえ部品一個からでも「高品質（Quality）、

低コスト（Cost）、短納期（Time）」でお客様にお届けする「短納期一個流し」のミスミＱＣＴモデルを日本に

おいて確立してきました。０２年の新体制以降本格的な海外展開を図り、０４年には駿河精機を買収し 

メーカー機能を持つことで国際展開を加速してまいりました。この結果、過去１０年間で海外売上高は   

約８倍に拡大し、海外売上高比率は８．６％から２７．５％へと伸張することができました。 

 

今回の買収の最大の狙いは、このミスミＱＣＴモデルの世界展開を加速することにあります。当社は既に、

日本と中国・アジアを中心にミスミＱＣＴモデルを確立し短納期供給体制を構築してきましたが、欧米にて

短納期生産を実現する Dayton 社と AD Components 事業を買収することによりグローバル短納期供給体

制を一気に確立し、国際事業展開を加速させることが可能と考えます。 

加えてDayton社とAD Components 事業は金型部品メーカーとして北米自動車ビッグ３や欧州自動車メ

ーカーなどの強力な顧客基盤を持っており、この基盤に対して金型事業のみならず自動化（ＦＡ）事業を合

わせたミスミブランドを浸透させることで販売拡大を狙ってまいります。 

 

また、金型部品事業において日本を含めたアジアで大きな市場シェアを持つミスミグループが、欧米にお

いて既に高い市場シェアを持つ Dayton 社と AD Components 事業を買収することにより、金型部品にお

ける「グローバル・トップワン・サプライヤー」のポジションは確固たるものとなります。さらに、取扱商品の規

格で補完関係にある商品を双方のチャネルで販売する効果や、材料調達や生産量のスケールメリットによ

るコスト競争力強化など、様々な面でのシナジー効果を発揮することが可能です。 

 

今後も、ミスミグループは「世界の製造業の裏方」として世界一のプレーヤーを目指してミスミＱＣＴモデ

ルをグローバル展開し、各市場においてローカル競合に勝つコスト・納期競争力を実現してまいります。 
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1. 本件買収の意義 

≪ミスミグループの国際展開≫ 

ミスミグループは、2002 年の新体制後、グローバル市場を成長ドライバーとして位置づけ国際事業展開

に重点注力してきました。中国への本格進出からスタートし、駿河精機の買収によりメーカー機能を持っ

たことで海外展開を加速、進出先ごとにミスミ QCT モデルを完結させるためフロントエンド（紙／Ｗｅｂカタ

ログ、営業拠点・配送センター）とバックエンド（生産拠点）の構築に取り組んできました。 

この結果、海外売上高は 2001 年度の 44 億円から 2011 年度には 358 億円と過去 10 年間で約 8

倍に拡大し、連結売上高 1,302 億円の 27.5％を占めるまでに成長しています。 

 

 

≪Dayton 社と AD Components 事業の概要≫ 

Dayton 社は金属塑性加工用プレス金型部品の標準化を全世界に先駆けて実践した老舗企業で、  

60 年以上の歴史があります。米国で事業を開始後、現在は欧州も含めグローバルベースで事業展開して

います。商品点数はプラスチック射出成形用金型部品やモールドベース部品まで広がり、金型部品分野

において米国では最大手であり、欧州でも高い市場シェアを有しています。 

 

また、AD 社はカナダに本社を持つ自動車用金型プレートと金型部品の北米最大のメーカーで、80 年以

上の歴史があります。米国主要自動車メーカー及びそのサプライヤーの強い顧客基盤を持ち、圧倒的な

商品ラインアップ数を誇ります。今回の買収対象は、AD 社の事業の中で当社の事業分野である金型機

構品を扱う金型部品事業（AD Components 事業）となります。 

 

Dayton 社と AD Components 事業は、欧米市場を足掛かりに機械部品の標準化を古くから推進してき

ており、「半製品」を活用した短納期生産方式を実践し、さらには技術サポートなどのサービスにより顧客

に対して高いブランド浸透率を実現しています。 

 

 

≪買収の目的≫ 

① ミスミＱＣＴモデル世界展開の加速 

 

・ Dayton 社と AD Components 事業の強みである半製品を活用した製作品の短納期生産拠点を、 

金型事業に加えて自動化（ＦＡ）事業のバックエンドとして展開してまいります。当社は既に日本と 

中国・アジアにおいては短納期供給体制を構築していますが、今回の買収によりグローバルな短納

期供給体制を一気に確立し国際事業展開を加速させることが可能となります。 

・ さらに、彼らが保有する強力な顧客基盤と販売チャネルを活用し、ミスミブランドの欧米市場におけ

る浸透率を一気に上げることが可能です。 

 

② 金型部品事業におけるグローバル・トップワン・サプライヤーのポジションを盤石に 

 

・ 日本・アジアで大きな市場シェアを持つミスミグループが、欧米市場において既に高い市場シェアを

持つ Dayton 社と AD Components 事業を買収することにより、金型部品分野における「グローバル・

トップワン・サプライヤー」のポジションは確固たるものとなります。 

・ 金型部品におけるグローバル・マーケットシェアは、買収前の 12％から 20％に向上し、2 位メーカー

のシェアを 2 倍以上に引き離し首位固めを狙います。 

（＊シェアは、当社参入領域に関する独自試算） 
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③ シナジー効果 

 

フロントエンド 

・ ミスミグループの取扱商品と Dayton 社と AD Components 事業の取扱商品の規格には補完関係が

強いことから金型部品のラインアップが一気に拡充し、さらに双方の持つ販売チャネルを通してグロ

ーバルに拡販することが可能となります。 

・ 顧客は、豊富なラインアップの金型部品を世界中どこからでも短納期で購入することが可能となり、

利便性は飛躍的に向上します。 

・ Dayton 社と AD Components 事業が有する欧州や中南米の拠点を活用することで、当市場における

ミスミグループとしての事業展開を加速することが可能となります。 

 

バックエンド 

・ Dayton 社と AD Components 事業は米国、欧州に生産拠点を有しており、買収によるスケールメリッ

トに加え、グローバル最適地生産・調達網の構築による、さらなるコスト競争力向上が可能となりま

す。 

・ ミスミが培ってきた生産革新のノウハウを取り入れ、Dayton社とAD Components事業の生産性の大

幅な改善を狙います。 

 

2. 本件買収の概要 

本買収は、Dayton 社および AD Components 事業の全株式を保有する持株会社 Connell Industrial 

Tool Corporation の株式全てを、その所有者であるプライベート・エクイティ・ファンドの Connell 社から買

い取るものです。買収総額は約 2 億ドル（1 ドル＝78 円換算で約 156 億円）であり、全額手元資金で賄

う予定です。なお、本件にかかるアドバイザリー費用は確定後にお知らせいたします。 

今後、米国での法定手続きなど本買収に必要な手続きを経た上、2013 年 3 月期第 3 四半期（10-12

月期）中に買収を完了する予定です。 

 

3. 買収後の事業運営体制・方針 

現在のマネジメント体制を維持した上で、グループとしてのシナジーを図ってまいります。 

また、Dayton 社および AD Components 事業の持つ 5 つのブランド（DAYTON、PCS、DANLY IEM、

Anchor Lamina、LEMPCO）ならびに商品規格も継続します。 

 

4. 本件買収の対象会社・事業および所有者の概要 

◇ Dayton 社の概要（買収対象） 

名称 Dayton Progress Corporation 

代表者の役職・氏名 Alan Shaffer（Chairman, President & CEO） 

所在地 米国 オハイオ州 

主要拠点－営業拠点 米国、メキシコ、ポルトガル、ドイツ、イギリス、フランス、チェコ、日本 

      －製造拠点 米国、カナダ、メキシコ、ポルトガル、チェコ、日本 

設立年月 1946 年 

資本金* 31 百万ドル  （1 ドル 78 円換算で約 24 億円） 

総資産* 79 百万ドル  （同 約 62 億円） 

売上高（2011 年度）* 134 百万ドル （同 約 105 億円） 

従業員数* 約 1,000 名 

事業内容 金型部品製造販売 

当社との関係 当社と当該会社との間には、特筆すべき資本・人的・取引関係はありません。 

議決権所有割合 異動前：0％、 異動後：100％ 

※Dayton Progress Corporation グループ全体 
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◇ AD Components 事業 （The Anchor Danly Company の Components 事業） の概要（買収対象） 

所在地 米国 ミシガン州 

主要拠点－営業拠点 米国、中国 

      －製造拠点 米国、中国 

設立年月 1922 年 

総資産 30 百万ドル （1 ドル 78 円換算で約 23 億円） 

売上高（2011 年度） 52 百万ドル （同 約 41 億円） 

従業員数 約 300 名 

事業内容 金型部品製造販売 

当社との関係 当社と当該会社との間には、特筆すべき資本・人的・取引関係はありません。 

議決権所有割合 異動前：0％、 異動後：100％ 

 

◇ Connell 社の概要（買収対象の所有者） 

名称 Connell Limited Partnership of Boston 

代表者の役職・氏名 Francis A. Doyle (CEO） 

所在地 米国マサチューセッツ州 

設立年 1985 年 

事業内容 プライベート・エクイティ・ファンド運営業務 

当社との関係 当社と当該会社との間には、特筆すべき資本・人的・取引関係はありません。 

 

5. スケジュール 

・ 取締役会決議日 ： 2012 年 10 月 17 日 

・ 契約締結日    ： 2012 年 10 月 17 日 

・ クロージング日   ： 2012 年 10 月～12 月（予定） 

 

6. 当社業績に与える影響 

予定通り買収が完了した場合、2013 年 3 月期第 3 四半期（10-12 月期）をメドに両社を子会社化す

る予定です。本件による 2013 年 3 月期の連結業績予想に対する影響は軽微であり、現時点で業績予

想の変更はありません。今後、開示すべき事項が生じた場合は速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


